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開催概要

開催の目的

岡山市の将来像やまちづくりの方向性を示した第六次総合計画が令和７年度
に終期を迎えることから、さまざまな世代・立場の市民の皆様から、これか
らのまちづくりの方向性や必要な視点、アイデア等について意見を聴取する
ことで、次期総合計画をより市民ニーズを踏まえたものにすることを目的と
しています。

ワークショップ 開催日時 会場

若者100人
ワークショップ 2024年10月20日(日) 岡山コンベンションセンター

2Fレセプションホール

ワークショップ 開催日時 会場

まちづくりワーク
ショップ（東区開催） 2024年11月16日(土) 東区役所

3F 多目的ホール大

まちづくりワーク
ショップ（中区開催） 2024年11月17日(日) 中区役所

2F 多目的ホールA

まちづくりワーク
ショップ（北区開催） 2024年12月14日(土) 岡山芸術創造劇場ハレノワ

4F 練習室8

まちづくりワーク
ショップ（南区開催） 2024年12月15日(日) 南区役所

4F 大会議室



第1章
若者100人ワークショップ

〜若者にとって魅力的なまちってどんなまち？〜

3



項目 概要

開催日 令和6年10月20日(日)

開催時間 13:00〜16:30

開催場所 岡山コンベンションセンター 2Fレセプションホール

対象者の
選定基準 「若い世代」を中心とする多様な主体

参加人数 89名

内容

・若者たちが岡山市の将来像やこれからのまちづくりの方
向性について話し合い、未来の岡山市を考える。

・身近な体験をもとに3つのテーマから岡山市の未来を自分
事化して話し合う。

下表のとおり、実施しました

開催概要（若者100人WS）
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実施方法

7〜8人の大グループに
分かれる

さらに3〜4人の小グ
ループに分かれて話し
合い、付箋に書きだし
ていく

大グループに戻り、出
た意見をグルーピング
し、サブタイトルを付
ける
偵察タイムも行う

「とりまとめシート」
を作成し、全体発表す
る

ワークショップ方法 グループディスカッション／グループ発表形式

・若い世代を中心とする多様な
主体が参加した。

・参加者が自分事化できる身近
なテーマを設定した。

・小グループにすることで、個
人の意見が反映されるよう留
意した。

・参加者が自由に発言できる雰
囲気づくりに努めたことで、
多数の意見がでた。

・グループ毎に出てきた意見を
集約、とりまとめを行う。

・偵察タイムで、自分以外の
考えや意見を知る機会を設けた。

・グループ毎のとりまとめを全
体に発表し、会場に共感の輪
を広げた。

・意見を整理し発表することで
参加者の当事者意識、満足度
を高めることができた。
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ワークショップのテーマ

テーマ① 岡山市のお宝ってなに？
岡山市で、足りないなと思うのはなに？

テーマ②

テーマ③

岡山市がどんなまちだったら住みたい、住み続けたい？

住み続けたいまちにするためには？

全体発表 テーマ①②③をもとに「とりまとめシート」を作成。将来
の岡山市のキャッチフレーズを考え、全体で共有する

「若者100人ワークショップ」当日の流れ

■岡山市の都市機能・時代潮流・人口、ワークショップの進め方の説明を踏まえ、
アイスブレイクをした後に下記３テーマについて話し合いました。

■テーマ①で岡山市の「お宝」「足りないもの」について話し合い、付箋に書いて模造紙に
貼りだしました。

■テーマ②③で岡山市が若者にとって住み続けたいまちとなる方向性を見出し、将来像を
実現するためにそれぞれが取り組みたいことを付箋に書きだし、全体で共有しました。

■最後に作成した「とりまとめシート」に岡山市のキャッチフレーズをつけてグループ毎に
発表を行い、会場全体で発表しました。
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当日のスケジュール
時間 LAP 項目 内容 備考

12:30〜13:00 30"00 受付
13:00〜13:01 01"00 開会 コーディネーターによる開会
13:01〜13:02 01"00 市長挨拶 ■岡山市長 大森雅夫
13:02〜13:05 03"00 参加者紹介 アドバイザー2名／各グループのファシリテーター

(1)WS開催の目的・位置づけ説明
(2)岡山市の総合計画、プロフィール、主な取組
(3)今後について（最新の話題）

アイスブレイク
 ・13:20-13:33（13分)
  グループ内で自己紹介
 ・13:33-13:40（7分)
  ゲーム

13:30〜14:10 40"00 テーマ①｜岡山市のお宝ってなに？」「岡山市で、足りないなと思うのはなに？」

 ・13:35-13:37（2分)
  説明
 ・13:37-13:40（3分)
  個々人意見書き出し

付箋に書き出していく

 ・13:40-14:00（20分)
  グループ内発表・意見

グループ内で順番に発表し、意見交換を行う、偵察タイム ※5名グループで実施

 ・14:00-14:10（10分)
  とりまとめ

出た意見をグルーピングし、サブタイトルをつける
※10名グループで実施
 ※模造紙1枚配る

 ・14:10-14:15（5分)
  全体まとめ

アドバイザーが全体的なまとめを発表

14:10〜14:15 05"00 休憩
14:15〜14:55 40"00 テーマ②｜岡山市がどんなまちだったら住みたい、住み続けたい？」

 ・14:15-14:17（2分)
  説明
 ・14:17-14:20（3分)
  個々人意見書き出し

※同上

 ・14:20-14:40（20分)
  グループ内発表・意見

〃 ※5名グループで実施

 ・14:40-14:50（10分)
  とりまとめ

〃 ※10名グループで実施

 ・14:50-14:55（5分)
  全体まとめ

アドバイザーが全体的なまとめを発表

14:55〜15:00 05"00 休憩
15:00〜16:05 65"00 テーマ③｜「住み続けたいまちにするためには？」

 ・14:55-14:57（2分)
  説明
 ・14:57-15:00（3分)
  個々人意見書き出し

※同上

 ・15:00-15:20（20分)
  グループ内発表・意見

〃 ※5名グループで実施

 ・15:20-15:40（20分)
  全体とりまとめ

〃 ※10名グループで実施

 ・15:40-16:00（20分)
  各グループの発表

〃テーマ①②③をまとめて発表 ※1グループ2分×10グループ

16:05〜16:15 10"00 総括・政策局長コメント アドバイザー・司会によるまとめ、北川政策局長からのコメント
参加者アンケート記入
集合写真撮影

16:30 閉会

     【たとえば】歴史・伝統文化、自然環境、食文化・生活文化、商業・娯楽施設、文化・スポーツ施設、
           教育環境、産業、交通など

     【たとえば】若者の成長を地域全体で支えるまち、週末に色々たのしみがあるまち、
           地域全体で支え合うまち、魅力いっぱいのまち

  【たとえば】こんな取り組みが必要だ、進めるべきだ こんな制度があったらいいな
        こんなことにチャレンジしたい、こんなことに参加したい

オリエンテーション13:05〜13:10 05"00 【PPT】

13:10〜13:30 20"00



参加者：1グループ7〜8名×10グループ
ファシリテーター：1グループ1〜2名×10グループ

岡山コンベンションセンター 2階 レセプションホール

■グループ構成

受付
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テーマ①-1「岡山市のお宝ってなに？」
・他県の人たちに岡山市を自慢したいコト・モノ
・とても満足しているコト・モノ
・これからも大切にしていきたいコト・モノ
・岡山らしいと思うコト・モノ

＜進め方＞
①個人で意見を付箋に書き出す。（3分間）

※１枚の付箋には一つの意見・アイデアを簡潔に
②各グループ、5人ずつ２つのチームに分かれて、記入した付箋紙を模造紙に

貼りながら発表。その後意見交換・新たな意見もどんどん追加（20分間）
③10人1グループになって、類似の意見をグルーピングし、サブタイトルを

つけてまとめる（10分間）

＜結果＞
○ワークショップを通じて、出てきたキーワードは総数で301件となりました。
○分野別キーワード数



分野別キーワードの要旨
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【市民の意見】①-1岡山市のお宝



11

・これからより良くしていくべきコト・モノ
・こんなモノがあったらいいなぁ

＜進め方＞
①個人で意見を付箋に書き出す。（3分間）

※１枚の付箋には一つの意見・アイデアを簡潔に
②各グループ、5人ずつ２つのチームに分かれて、記入した付箋紙を模造紙に

貼りながら発表その後意見交換・新たな意見もどんどん追加（20分間）
③10人1グループになって、類似の意見をグルーピングし、サブタイトルを

つけてまとめる（10分間）

＜結果＞
○ワークショップを通じて、出てきたキーワードは総数で270件となりました。
○分野別キーワード数

テーマ①-2「岡山市で、足りないなと思うのはなに？」



分野別キーワードの要旨
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【市民の意見】①-2岡山市で足りないもの



＜進め方＞
①個人で意見を付箋に書き出す（3分間）

※１枚の付箋には一つの意見・アイデアを簡潔に
②各グループ、5人ずつ２つのチームに分かれて、記入した付箋紙を

模造紙に貼りながら発表。その後意見交換・新たな意見もどんどん追加（20分間）
③10人1グループになって、類似の意見をグルーピングし、

サブタイトルをつけてまとめる（10分間）

＜結果＞
○ワークショップを通じて、出てきたキーワードは総数で470件となりました。
○分野別キーワード数

テーマ②
「岡山市がどんなまちだったら住みたい、住み続けたい？」

こんなまちにしたいなぁ
こんなまちになってほしい
夢、希望、将来像（ビジョン）
こんなまちなら行ってみたい
魅力的なまち
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※現行の総合計画の分野別計画の分野を参考にした９つに「分野横断」を加えた１０の分野に分類した。



テーマ③「住み続けたいまちにするためには？」

＜結果＞
○ワークショップを通じて、出てきたキーワードは総数で304件となりました。
○分野別キーワード数

・こんな取り組みが必要だ、進めるべきだ
・こんな制度があったらいいな
・こんなことにチャレンジしたい、

こんなことに参加したい

①個人で意見を付箋に書き出す（3分間）
※１枚の付箋には一つの意見・アイデアを簡潔に

②各グループ、5人ずつ２チームに分かれて、記入した付箋紙を模造紙に貼りながら
発表。その後意見交換・新たな意見もどんどん追加（20分間）

③10人1グループになって、類似の意見をグルーピングし、サブタイトルをつけてまとめる
その後テーマ①②③をもとに、「とりまとめシート」（後で説明）にまとめる（20分間）
※発表者と発表スタイルを決めておいてください

④各グループ毎に、テーマ①②③の全体を「とりまとめシート」の発表
（20分間：1グループ2分間×10グループ）

＜進め方＞
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【市民の意見】
②岡山市がどんなまちだったら住みたい？/③住み続けたいまちにするためには？

分野別キーワードの要旨



「モモで始まりMOMOで終わる
岡山」

交通マナーが良く、アクセスも良好
で安心安全なまち。労働環境が整い、
学べる仕事の場が多く、商店街中心
に食や文化で人がつながり、外国人
も幸せに暮らせるまち。

（チャレンジしたいこと）
岡山の魅力を市民同士で共有し、積
極的にイベントに参加しよう。
（必要な取り組み）
娯楽施設を増やしたり、音楽関係の
施設やイベントを増やすことが必要。
駅周辺の明るさや景観保護も必要。

キャッチフレーズ 住み続けたいまち 住み続けたいまちにするために

「人もモノも近いマチ」
交流や移動がしやすいまちとい
う意味を込めている。

進学・就職の選択肢が多く、市内の
どこでも移動がスムーズにできるま
ち。医療もスムーズに受けられ安心
できるまち。

（チャレンジしたいこと）
プラットフォームの活用。誰とでも
仲良くする。
（必要な取り組み）
人やモノ、情報が集まるプラット
フォームの創設。どこに住んでいて
も便利に使えるインフラの整備。

「ぼっけぇかわええ岡山」
かわいいという言葉は世界共通
の褒め言葉。外見がかわいくな
るだけでなく、まちがよくなる
ようにという意味を込めて、こ
のフレーズに。

子育て支援がある、交通の便が良い、
娯楽が多い、経済支援の充実などが
あれば住みやすい。理想のまち。か
わいいまちとは、外見的にきれいな
まちというだけではなく、イベント
や娯楽など若者が充実できる多様な
側面も含めて理想のかわいいまち。

（チャレンジしたいこと）
商店街を楽しむ。外観をきれいにす
る。観光しやすいまち。
（必要な取り組み）
商店街を支援。道路、歩道を整備。
絶景、特産品、市内周遊ツアーなど
を増やす。

「でかけたくなる、
ハレマチ岡山」

安心安全なまち、市民に寄り添った
制度があり、人とのつながりがもて
るまち、出かけたくなるまち、イベ
ントが充実したまち。

（チャレンジしたいこと）
スポーツ、多くの人との交流。
（必要な取り組み）
バリアフリー化を進め、公共交通機
関を充実し、安全に歩けるまちに。
出かけたいイベントができ、人が出
会い、モノが育ち、岡山市のお宝が
より素敵なものにいかされる

「地元でキャリアを積もう！」 インドア・アウトドアともに遊ぶ場
所がたくさんあったらうれしい。岡
山に本社や本部が増えれば住み続け
たい。

（チャレンジしたいこと）
清掃などのボランティア。岡山で就
職する。岡山でやりたいことに積極
的にチャレンジしたい。
（必要な取り組み）
市民の意見を取り入れる制度、起業
したい人への助成金、企業の誘致な
どが必要。

「すべての世代が交流できて
安心して楽しく暮らせる街」

仕事・産業と遊び・娯楽を両立させ、
安心・安全で便利なまちになれば、
住み続けたい。

（チャレンジしたいこと）
岡山市の魅力を誰もが発信していく。
（必要な取り組み）
市民が意見交換でき、子育て支援や
育休の雰囲気づくり、地元企業の活
性化、福利厚生充実、安心できる居
場所のある、ワークライフバランス
が取れるまちを
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【グループ発表とりまとめ】



「もんげ〜明るい街じゃ市」 キャリアサポートが充実したまちで、
大学生が困らないような支援を。人
とのつながりを生む機会が増え、同
じ趣味やキャリアを持つ人々が集ま
る場が増えることも重要。さらに、
無料で利用できるスポーツ施設や音
楽スタジオの充実で、将来の可能性
を広げられる環境が整う。

（チャレンジしたいこと）
イベントの企画。みんなの意見を実
現。
（必要な取り組み）
大学と企業がつながれるキャリアサ
ポートの手厚いまち。中四国や大阪
との共同講義。SNSをもっと活用し
若者が地元を好きになるように。

キャッチフレーズ 住み続けたいまち 住み続けたいまちにするために

「みんなの未来を晴（て）らす
岡山」

職場環境を改善し、若者が学び続け
られる教育環境と、伝統的風景をい
かした美しいまちづくりを。

（チャレンジしたいこと）
岡山で起業したい。魅力発信。SNS
などを使って岡山の魅力を発信。
（必要な取り組み）
起業に向けチャレンジを認めてくれ
る挑戦しやすい環境。若者の意見を
認めてくれる環境。起業情報を知る
ことができる交流の場を。

「E.T.おかやま〜皆がつながる
まち〜」

人との繋がりが感じられるまち。教
育・福祉が充実したまち。

（チャレンジしたいこと）
住民参加型イベントの企画。新たな
独自技術・産業を岡山で起こす。
（必要な取り組み）
教育や医療の支援。交通の利便性向
上。

「ちょこっとの”おせっかい”で
つながる岡山市！」

ちょっとおせっかいだと思われ
るぐらいのやさしさを

コミュニティの充実、安全な子育て
環境、愛着を育てる、エンタメあふ
れるまち。

（チャレンジしたいこと）
”おせっかい”になる。
（必要な取り組み）
知り合いになるきっかけ作りとして、
今日のようなイベントなど、市民同
士がつながれる場を作ることで”お
せっかい”がたくさん増える。
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①年代をお教えください

【参加者アンケートの結果】

②本ワークショップの開催は何で知りましたか？（複数回答可）

③②で「人からすすめられて」「その他」を選んだ方は、具体的に記入を
お願いします。
・担任の先生、学校
・大学のゼミ活動の一環で参加しました。
・母親の呼びかけ。
・イノベーションチャレンジで午前の中間発表後にあることをゼミの先生に知らされた。
・活動に参加してる団体の人からのお知らせ
・ビザビ様より
・学校でチラシが掲示されていた
・イノベーションラボに参加している繋がりで知ることがありました。
・大学の先輩、授業
・岡山大学岩淵先生の紹介
・職場
・みんなの集落研究所職員で
・大学側からの紹介
・午前中に行われた、学生イノベーションチャレンジの中間発表会の後にイベントがあると教え

てもらったため。
・ゼミで発表した流れで
・NPO法人｢みんなの集落研究所｣の方に進められて、ファシリテーターとして参加しました。
・ラボの教員の紹介
・インスタグラムの投稿、SNS広告
・岡山理科大学のラボ活動の一環として。
・犬島ソーシャルデザインの講義をとっている友人
・メールが届いたので(ESDのメーリスかな？)
・自分が所属するNPO法人タブララサの方からおすすめされました。 18
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④申込から受付までの流れは
いかがでしたか？

⑤会場の雰囲気はいかがでしたか？

⑥ワークショップのテーマ設定は
いかがでしたか？

⑦ワークショップ全体を通して
いかがでしたか？

⑧⑦で回答した理由をご記入ください
・様々な人達と意見交換をすることができたため。
・岡山の未来について考えられたからです
・自分の意見新しい考えとして受け入れてもらえて、話が進んでいく流れが心地よく、

とても楽しかったため。
・雰囲気もいいし、話しやすい、意見が言いやすい
・面白かったがどちらかと言うと議論がしたかっため。
・岡山市がより良くなるように考えていく上で、岡山市の知らなかった面に目を向けて

知る機会にもなった。
・全員が意欲的に参加しており、熱気があったからです。
・自分の意見を考える時間が3分ではなくもう少し欲しかった。
・バックグラウンドが全く違う方々と一緒に意見を交流するのがとても楽しかったです

し、私にはなかったような発想や視点も沢山聞けたのでとても勉強になりました。
・初めて参加して緊張したけれど、たくさんの方と意見を交わせられて、岡山の活性化

につながると感じたから。前向きな人が多く、様々な人と話をする機会としてはよ
かったと思います。

・全体的にタイトで意見を深める時間がなかった。
19



・実際に住んでいる地域の意見出しをする機会がなかなかないので貴重な体験でした。
みなさんのパワー溢れる意見に圧倒…

・ディスカッションがスムーズに行うことができたから。
・あまり岡山について考えたことがなかったが、みんなで考えてみると良い所、悪い

所たくさん再発見できて非常に勉強になりました。
・岡山市をどうにかしたい！という気持ちの学生が多く、いいところ・課題点が明確

に出た
・ファシリテーターが良かった。
・岡山市の幹部の方など本気が伺えた。
・自分では思いつかない意見を聞くことが出来たから。
・岡山のことをいろんな人と話す機会がなかったので新鮮でよかった。
・内容は良かったが、チームのメンバーが多くて意見がまとまりずらかった。発表時

間が短かかった。
・岡山市を個人の視点からではなくたくさんの人たちと交流を深めたことで違う視点

から岡山市を知ることができたとともに同じ意見を持つ仲間がいることに気づかさ
れた。

・すごく楽しかったのですがまとめの時間が短かった。
・若者ばかりのワークショップというのがもう面白かった。こういうことに関心のあ

る人同士が繋がれる場所として、素晴らしかった。
・勉強になったが、一つの課題に取り組む時間がもう少し多めに欲しかったかもしれ

ません。
・今の課題を若者視点で考え見出して行くことがどれだけ今の時代に求められている

のかをしれてよかった。
・人数として若者がたくさん集まっていたのは良かった。設問も時間に対してちょう

ど良かったと思う。「夢を語る」テーマ設定で自由な案を出す雰囲気が作れていた。
・人数が適切で、とても意見が言いやすい場だった。色んな世代や環境にいる人たち

と話し合えたので、様々な意見が出て面白かった。
・話し合う時間が十分に設けられており、内容の濃い話し合いができたから。
・ワークに関して、説明は長いけどワーク時間が足りなかったから、説明をもっと簡

単にしてほしい。

⑧続き
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・岡山が持っている魅力や改善点を改めて考えることが出来ました。
・違う世代の人と交流でき、貴重な経験であった。
・直接企画している大人と交流できたらよかったと思う。
・もう少しワークショップの時間を増やして欲しいです、まとめるのが思ったより

大変でした
・自分の意見が実際の行政の取り組みに採用されるかもしれないワークショップは

貴重だと感じた。
・いろんな考え方があって、今まで参加した中で一番おもしろかったワークショップ

だった。
・若者同士が交流する場が少ないと感じでいたので、こういうイベントを増やしてほしい。
・学生から子育て世代までの意見をフランクに出せる貴重な機会になりました。是非、総

合計画までこのスタンスを貫いてほしい。
・自分の考えを共有したり、他人の意見を聞いて岡山市を新しい考えを生み出したりする

ことができて面白かった
・ファシリテーター1人あたり8人が少し多い気がする。5人くらいがベストで、それ以上

は喋れる人がいれば、回るけどいないときついなと感じた。
・皆さんが、意見を聴いてくださり、また他の人の意見も聞くことができてとても充実し

た空間であった。
・参加者の多くが岡山の「現状」あるいは「すでにあるもの」をあまり着目したことがな

さそうだったので、事前に勉強したり、街の声を聞くターンがあっても良いかもしれな
いと感じました。

・まちづくりの価値観は人それぞれだと知り興味深かった。
・ワークショップを自分で振り返る用紙などあると、持ち帰って考えや意見をもっと膨ら

ませることができるかもしれないです。

⑨ご参加いただいた感想、お気づきの点、改善点などをご記入ください
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